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ま え が き

本報告書は､ 1999年3月19日から25日までの7日間に亘って実施したヴィ

エトナム社会主義共和国｢ホアビン省農業総合開発計画｣に係わるプロジェク

ト･ファインディング調査の結果を取りまとめたものである｡本プロジェクト･

ファインディング調査には､社団法人海外農業コンサルタンツ協会からの委嘱

をうけ､太陽コンサルタンツ株式会社 十津川 淳を派遣した｡

ヴイエトナムの社会･経済の現状は､長年の戦争と社会主義政策のため､東南

アジア諸国と比較して大きく立ち遅れていたが､近年ではドイモイ政策による

市場経済の導入が実を結び､確実な経済成長を遂げてきている｡しかしながら､

急速な経済発展は都市部と農村部の間に大きな経済格差を作り上げ､その格差

は近年益々拡大する傾向にある｡このような状況から現在､ヴィェトナム政府

は地域間格差是正を目標に､人口の大部分が居住する農村部の開発を強力に押

し進めることとしている｡農村部の発展は､単に基幹産業である農業の近代化､

食糧増産､輸出振興にばかり寄与するわけではなく､貧困の解消や環境の保全

にも大きな効果を生むものと期待される｡

以上の観点から本調査は､農業基盤整備の立ち遅れから低い農業生産高に直

面しているホアビン省を対象に､環境保全との調和のとれた持続的農業･農村開

発にかかわる開発調査の実施を促進するもので､本調査結果が両国政府の友好

関係の強化に資することを願うものである｡なお､本調査を実施中､ヴィェト

ナム国農業農村開発省､ホアビン省人民委員会､タンラック県人民委員会の関

係者から協力をいただいた｡ここに記し深く感謝の意を表したい｡

平成11年3月

太陽コンサルタンツ株式会社

海外事業本部長

土屋 晴男
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宗教は国民の80%が仏教を信仰しており(国の西側は小乗仏教,東側は大乗仏教),他に

カトリック,ヴィェトナム独特のカオダイ経,仏教系の新興宗教ホアハイ経等もある｡

言語はヴィエトナム語が公用語であるが､少数民族はそれぞれの言語を有する｡また､

仏領であった歴史的背景から仏語､また近年の経済開放に伴ない,英語熱も高まってい

る｡

ヴィエトナムは社会主義共和国であり､共産党による一党支配を堅持している｡国会が

国家の最高機関であり､国家評議会が国会に対して責任を負い､国家評議会議長が元首

となる｡国会の下に閣僚会議を置き,閣僚会議議長が首相として行政を指導する｡首相

府として政府事務局が置かれる｡閣僚会議は3副議長および20省の大臣と6委員会の

長で構成される｡

地方行政区分は7地域, 50省､ハノイ市､ハイフォン市とホーチミン市の3特別市から

成る｡省の下には郡､県,村相当規模の行政単位がある｡

1.3 経済概況

ヴィエトナムは1986年12月の第6回共産党大会において採択された｢ドイモイ(刷新)｣

経済改革に伴ない､これまで概ね良好に計画経済から市場経済-の移行を進めてきたo

この改革により, 1992年以降97年までの実質GDP成長率8-9%､ 97年のインフレ率

は3.6%といった数値を示すにまで至っている｡

近年の高度成長の原動力は石油･ガスを中心とした海外からの直接投資であったoまた

高い識字率と勤勉さ､その他石炭等の豊富な天然資源､ 7000万を超える人口規模といっ

た各種条件が､ 1993年以降の海外投資ブームを巻き起こした｡現在,海外からの投資額

は国内投資の3割以上を占めており､低水準にある国内貯蓄額を補い､マクロ経済の安

定に寄与している｡また同時に国家財政面においても,国営企業の改革および総需要抑

制政策等により､財政赤字減少等の進展が見られる｡

しかしながら,ヴイエトナムの経済成長も1997年に端を発したアジア経済危機の影響

を受け､経済成長は減速し始めているoこれは1)国内金融市場の未整備;2)周辺諸国

の通貨切り下げにより､ヴイエトナムの輸出競争力の相対的低下;が主要因として挙げ

られるoまた､行政面､法制面においても,近年特にその未整備さが指摘されており､

この点においても海外からの投資熱を減速させている要因と考えられている｡
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Ⅰ.背景

1.ヴィ工トナム国の一般概況

1.1 自然条件概況

ゲイエトナム国はインドネシア半島の東海岸に沿って､南北に1800キロと細長く分布

する｡北は中国雲南省､南はラオスとカンボジアに接し,東経102度8分-109度4分､

北緯8度35分-23度4分に位置する｡国土面頗は331,041km2と我が国とほぼ同様であ

り､国土の30%が標高500m以上の山地に占められている｡

紅河とメコン川の二大国際河川は国の北部と南部に､ハノイ市･ハイフォン市とその周

辺地域を中心とする面積12,511kln2の紅河デルタと､ホーチミン市を中心とする面積

39,551km2のメコンデルタを形成し､二大穀倉地帯を形成しているo国の中部や内陸では,

中小河川の河口に発達したデルタや沿岸の帯状の平野､山間の平地や盆地,中央高原の

緩傾斜台地等が農地として利用されている｡

気候は国土の多くが熱帯モンスーン気候に占められているが,北部と南部で若干の差異

があり､北部では夏は高温多湿､冬は冷涼多湿である一方､南部では高温多湿で年間を

通じて気象変化は少ない｡年間降雨量は全国平均では2,000mm程度だが､北部中央沿岸

地域では3,000mmと′多く､中央高原では800mmと少雨地域も存在する｡降雨は主に雨季

の5-10月に集中する｡中央沿岸地域では台風がしばしば襲来して被害を受ける｡また,

紅河デルタ,メコンデルタも同様に洪水の被害を受けることも多い｡

1.2 社会条件概況

ヴィェトナム国民の9割は､中国南部沿岸地帯から南下して定住したといわれるキン族

である｡他の10%は,ゲイエトナム国の歴史上でかつて主役を演じたチャンパ族､クメ

ール族､ラオ族､扇状地や中山間盆地を中心に生活するタイ族,山間奥地の山岳諸民族

等の53の少数民族から成っている｡

ヴィェトナムの総人口は1993年に7132万人で,人口増加率は近年低減してきて､ 2･2%

程度に落ち着いている｡首都ハノイを中心とする紅河デルタ地域には1382万人(全人口

の19%),ホーチミン市を中心とするメコンデルタ地域には1553万人(同22%)が集中し

ている｡農業が主要産業であるゲイエトナムでは農業労働人口は増加しているものの､

僧労働人口に占める割合では漸減している｡



表2.主要農産物の生産動向 単位:千トン

(食糧作物)

宮 19,224 19,621 21,590 22,837 23,598

その他穀物 2,264 2,368 2,624 2,665 2,600

トウモロコシ 671 672 707 882 890

サツマイモ 1,929 2,137 2,554 2,405 2,410

キヤツサハや 2,276 2,455 2,470 2,450 2,450

ゾヤがイモ 365 285 259 259 259

合計 21,488 21,989 24,2】4 25,502 26,198

(商品作物)

サトウキビ 5,398 6,131 6,437 6,183 6,183

コーヒー 320 362 388 404 470

ゴム 58 65 66 70 70

(出典) Slatt'slica/ Yeal･I"ok )994,･ SlaliLSllLca]
P!･blt's/7jllgHm'LSle･ 1995

2.国家経済開発計画

2.1概要

ヴイエトナムにおける長期計画は､第一次5カ年計画(1961-65年),第二次5カ年計画

(1976-80年)､第三次5カ年計画(198卜85年)を経て､ドイモイ政策を発表した第4次5

ヵ年計画(1986-90年)-と続いた｡第4次5カ年計画では､ 1)食糧･食品の増産および

そのための投資の集中; 2)消費財生産の年率13-】5%の増加; 3)輸出品生産の増加とし

たが､結果的には食糧生産においてはほぼ目標値を達成したものの､他の分野に関して

は目標値に遠く及ばなかった｡

続く91年の第7回党大会では､ 2000年までの長期的な経済･社会発展計画を策定した｡

これは通常の5カ年計画とは異なり,細部にわたる具体的な数値の提示は無いものの,

基本的な開発戦略を打ち出すという点において､重要であることはいうまでも無いoそ

の戦略の最重要目標としては､ GDPを2000年までに90年の倍増を果たすというもので

ある｡

国家の基本戦略としては, 1)経済活動の自由化;2)法律･制度の整備; 3)対外経済関係

の拡大を奉げており,その戦略に基づき､以下の個別目標を掲げているo

I.
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GDPを1990年比2倍ないし2.5倍に増加させる｡

農業の年平均成長率を4-5%､工業を10-12%とする｡

生産国民所得に対する貯蓄率を90年の2-3%から2000年には約15%に



表1.ヴイエトナム主要経済指標

名目GDP(百万ドル) 15,509 20,190 23,442 23,656

一人あたり名目GDP(ドル)
214 273 311 308

実質GDP成長率(%) 8.8 9.5 9.3 8.8

消費者物価上昇率(%) 14.5 12.7 4.5 3.6

財政収支対GDP比(%) ▲0.8 ▲0.5 ▲0.2 ▲0.6

貿易収支(百万ドル) ▲1,191 ▲2,345 ▲3,900 ▲1,358

輸出 4,054 5,198 7,330 8,955

輸入 5,245 7,543 10,480 10,313

債務返済比率(%) 5.7 6.3 8.7 ll.0

対ドル為替レート(年平均) lO,978 ll,037 ll,032 12,500

(出典) SlqlfC("mlly Repol･1 AI"i/ ) 998, IMF

ALljall Del･ek,pmell( Otll/ook 1998, ADB

1.4 インフラストラクチャーの現状

り 交通

ゲィェトナムの旅客､貨物輸送の状況では､旅客輸送は道路が中心で､貨物輸送は水運

(海上･河川)が中心となっている｡ただし､近年の主要都市間の道路インフラストラクチ

ャーの改善および自動車普及率の上昇等から,貨物輸送においても道路の利用量･重要

度は著しく増している｡

具体的な道路インフラストラクチャーの整備状況としては､ゲィェトナムの道路総延長

距離は105,620klnで､国道(10,800km)､県道(15,300km).邪道(25,300km),村道(46,200kln)

に大別されるo国道の舗装率こそ約64%となっているが,郡道､村道にいたっては､ほ

ぼ未舗装の状態であり,全体の舗装率は12%となる｡また,度重なった戦争のために舗

装道は一部において荒廃しており､補修の不備が指摘されている｡橋梁も同様に老朽化

が目立っており,約3割の橋梁では重量貨車の通行が不可能となっており,円滑な道路

交通を著しく妨げている｡

鉄道はハノイを基点に､北は中国との国境のランソンまで148kln､ラオカイまでは261km､

東は北部最大の港であるハイフォンまで100kln､南は王朝の都フエを経て,海岸に沿っ

てホーチミンまで1730kll1の幹線が敷設されている｡

内陸水運はヴイエトナムの地形を有効に活用した運輸形態であり､また同時にコスト面

での優位性もあるために(道路輸送の約30%,鉄道輸送の約50%)､歴史的にも同国の主

要輸送手段のひとつであった｡全長約6,000kmの内陸水路は世界でも有数の内陸水運国
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である｡

航空路は国際線がハノイ､ホーチミン､ダナンを基点に諸外国と結ばれているほか､国

内13ケ所の地方空港が整備されている｡

2)鉱工業

主要な地下資源はハイフォンの北部に位置するホンゲイを中心とした無煙炭,天然ガス,

臥鉛,原油等がある｡このうち石炭､錫,原油等が日本､韓国,香港等に輸出されて

いるo

主な工業製品は粗鋼,セメント､化学肥料,製紙､砂軌 ビール､絹織物等である｡

1.5 農業

1993年を境に､農林水産業セクターのGDPに占める割合はサービスセクターのそれを

下回り, 1995年時の統計では35%となっている｡ただし就業人口の点からは依然として

全体の約70%を占めており､ヴイエトナムの社会経済における農業セクターの重要性は

大きい｡

ゲィェトナムの農業は､北部の紅河と南部のメコン河に展開する二大デルタにおいて,

稲作を中心に営まれている｡ほとんどの地域では二期作が行なわれ,一部では三期作も

行われている｡米の生産量は､政府をあげての澄渡地の拡大､品質改良､化学肥料の増

産等の結果､ 89年以降順調に増加を続け､ 92年には2000万トンを超えているoこのよ

うな米生産高の増加に伴ない､米の輸出量も89年以降､ 100万トン台の輸出を維持して

おり､現在では世界で第3位の米輸出国の地位を築いている｡

米以外の主要農産物としては,トウモロコシ,サツマイモ､キャッサバ等のほか､大都

市近郊では野菜､果樹等の園芸作物生産が行なわれており､また中部､山岳地帯ではコ

ーヒー､茶､ゴム等の商品作物も近年では増産傾向にあるo
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引き上げる｡

4) 輸出を2000年までに90年水準の約5倍にする｡

5) 人口増加率を年率0.04-0.06%低減させる.

2.2 農業分野における目標

1995年からの国家開発5カ年計画によれば､農業分野の平均成長率は3･7-4･5%を目標

値としているoそれに加えて､食糧の自給と年間100-200万トンの米輸出､畜産物の

増産と加工肉の輸出､ゴム,綿花､茶,コーヒーなどの輸出工業作物の増産による外貨

の獲符､未利用地の開発と植林､および山岳地の社会経済開発,国営企業および合作杜

の指導的役割とその能力の維持改善なども同時に掲げている｡

表3.農産物生産の実績値と目標値

1995 2000 2010

7k稲(百万トン)
23.7 30-32 38-40

食肉(百万トン) 1.38 1.8-2.0 4.0

牛乳(千トン) 20 60 200

野菜(千トン)

果実(千トン)

4,000

150

7,000

3,000

10,000

6,000

コーヒー(千トン)
220 300-350

茶(千トン) 50 70 120-150

乾燥ゴム(千トン) 120 180-220 350-380

魚類(千トン) 250 1,500 2,300

(出典)De､･ek'Iy"enl()'･f',lHalio"f'"I
AgrI'c〃/1",･e-(1o,･eslly-A (/I,a

C"/("re
"p
1,, The Yea′`of

2000 ('lld 201 0･

Ministry ofAgriculture
& Food Industry

これらの農業セクターの目標は､より一層の農業集約化､農産物の多様化,処理技術の

改善による高付加価値農産物の増産を目指している点にその特徴を見出すことができ

る,しかしながら､二大生産拠点である紅河､メコン両デルタ地帯では,かなりの程度

の農業集約化もすでに進んでおり､これからのさらなる農業生産向上には乾季作の増大,

雨季作の洪水被害防止が求められる｡また農耕地の拡大に関しては､人口密度の低い高

地が今後の開発ポテンシャル一輪出用工芸作物､畜産を主体とした開発計画-を有する

と考えられるが､この開発に際しては,森林保全と山岳民族の生活向上との調和に十分

な注意を払う必要がある｡

2.3 環境保全目標

ゲィェトナムは長年の戦争､住民による森林伐採,焼畑耕作によって多くの森林が破壊

され､地域環境に大きな影響を及ぼしているばかりでなく､水資源･土壌資源にも悪影

響を及ぼし,農業生産発展の阻害要因となっている｡このためヴィェトナム国科学委員
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会は1991年8月にUNDP､ UNEP､ IUCN､ SIDAの協力のもとに､ ｢西暦1991年12000

年の環境と持続的発展のための国家計画｣を策定した｡

行動計画は単に環境保全の方向を示しているだけでなく､ 1990年から2000年までの10

年間に行なうべき組織計画､各分野における基本政策,環境基本法,優先順位,資料収

集と管理,環境インパクトの測定手続きとモニタリングシステム等を包含している.具

体的な項目として,人口増加の抑制,水資源流域管理,植林と土壌浸食防止､特殊土壌

の管理､焼畑耕作の制限,農業における環境汚染防止を含む水域管理､河口水域保護､

鉱物資源､流域､内水面の保護等を挙げているo

農林業に関する行動計画

農林業に関する行動計画として以下の項目を挙げている｡

農業での収益向上を目的として､市場の成熟､土地利用の高度化･集約化､収穫

ロスの軽減等

中山間地域における生産システムと持続的農業,特にアグロフォレストリーの推

追

等高線栽培､樹木の植栽等地域の実情に即した作物･土壌･水保全技術の適用

適切な土壌管理と港淑排水による生産向上

焼畑耕作者の移住を考慮したアグロフォレストリーの研究･普及活動の推進､お

よびこれら活動-の婦人の参加と協力

3.国際協力の現状

国際協力の総額は､ 1987年までの累計が254千ドルであったものが, 1988年102,400千

ドル､ 1989年122,548千ドルと,ソ連･東欧中心の援助外交から西側主導の援助に移行

して以来､国際協力額は大きく増加した｡特に1991年10月のカンボディア和平協定以

降､西側からの援助は本格的に開始され,日本からの経済協力も92年度から400億円

超えの商品借款を皮切りに飛躍的に増加した｡

現在､日本はヴィエトナムにおける開発の現状と課題を検討したうえで､以下の点を援

助の重点分野としている｡

l) 人造り･制度造り(特に市場経済化支援)

2) 電力･運輸
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3) 農業

4) 教育･保健･医療

5) 環境

また上記の項目に加え､ヴイエトナムの現状を鑑み, 1)援助吸収能力の向上､ 2)大メコ

ン圏とのコンセプトのもと,広域的アプローチの重要性､ 3)重要政策中枢支援(法整備)､

総合政策支援(マクロ経済運営)といった点においても強力を推し進めて行くこととし

ている｡

なお､日本のODA実績および他のDAC諸国のODA実績は以下の通りであるo

表4.日本ODA実績単位‥百万ドル

贈与 政府貸付
合計

盤償資金協力 技術協力 計 支出総額 支出純額
ノヽヽヽ

19938.3】_ 13,25 21.56 -10.Ⅰ0
ll.47

1994 58.76 30.84 89.60 0.84 -10.l4
79.4(～

】995 98.66 45.70 144.3(; 37.76 25.83 170.】9

l996 46.37 46.67 93.04 38.13 27.81 120.86

1997 79.08 54.35 133.43 108.36 99.06 232.48

累計 414.19 232.41 646,60 643.90 496.39 1,143.00

(出9%)我が国の政府間発援助 ODA白書1998,外務省経済協力局

単位:百万ドル

II______.･･･ ･･-････--･･- ････ ■■■■■■■■■~~~~~~~
4位 5位 合計

表5. DAC諸国のODA実績
-I-

__｣二二_______.

･･ ..... ■■■■■■■~■
1位 2位 3位

1994 フランス イタリア 日本 ドイツ ベルギー 585.6

179.8 92.3 79.5 52･7 36･6

1995 日本 ドイツ フランス 豪州 スウェうtlン 549･7

170.2 120,4 94.1 39･8 34･0

1996 日本 フランス ドイツ 豪州 スウェうやン
469･5

Ⅰ20.9 67.3 52.8 47.5 46.2

(出卿 我が国の政府間発援助 ODA白書1998,外務省経済協力局
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ll.ホアビン省農業総合開発計画

1,プロジェクトの背景

ハノイの南西約70キロに位置するホアビン省は､人口約59万人を抱え持つ､約4,600km2,

標高約3-400mの丘陵地帯が広がる地帯に位置する｡このうち全体の約14%にあたる

64,000haが現在,農業用地(主に稲作)として利用されている｡しかしながら,雨季にお

いては排水不良のために洪水常襲地帯となっているばかりか,乾季においては濯概施設未

整備のために引き起こされる干ばつの問題も同様に抱えており,そのため国内の他地域と

の比較においても､農業生産は著しく低くなっている｡

特に1998年から1999年初頭にかけての早魅被害は甚大であり,ホアビン省内のおよそ18

万人が飢えの状態にあり,そのうちの5万人は特に劣悪な状況にあったoそのため農民の

多くは､出稼ぎ､もしくは物乞いとして都市部に出かけざるを得ない状況に見舞われてい

る｡

このため､ヴイエトナム政府は早急にホアビン省の現状を改善する必要性を認識し,ヴイ

ェトナムとして最優先で取り組む案件として､日本国政府開発援助による本案件調査の実

施を要請している｡

1.1プロジェクトタイトル

ホアビン省農業総合開発計画

1.2 調査対象地域

ホアビン省はハノイの南西約70kmに位置し､ 300-400mの丘陵地帯が広範に広がって

いる｡本調査における対象地域は､それらの丘陵地域を含んだ総面積である46万ha

とする占

1.3 責任機関

農業農村開発省
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1.4 実施機関

ホアビン省
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3.調査開発計画

3.1開発構想

本事業ではホアビン省内において､毎年甚大な被害を及ぼす早魅･洪水の影響を最小

限に抑制するための潅概･排水施設の整備､住民組織の構築､さらにはハノイ地域等

大消費地を呪んだ農産物流通整備等を包含している｡対象住民･地域は､貧困に苦し

むホアビン省内居住の少数民族であり,この少数民族に対する重点的なサポートは､

ダイエトナム政府の現行の政策にも合致するものである｡そのため､本調査はこれま

で政策面でのバックアップも無かったために､後進地域であった少数民族地域に焦点

を当てたものであり､その点でこれからのヴィエトナム北部､中部等に居住する少数

民族地域の農村計画,地域計画に対するひとつのモデルを提示することをも､もう一

方の目標としている｡

3.2 調査の範囲と調査日程

前述の開発目的と方針を達成するため､以下に示す二期に亘る開発調査を実施する｡

1) フェーズⅠ調査

対象地域内の住民から開発に対するターゲットグループを確定するため､住民参

加型の社会分析と農村社会調査を実施する｡このフェーズの終了段階で必要に応

じてプロジェクトデザインの変更を行なう｡

また,生態系の保全に配慮した持続的農村開発のためのガイドラインを作成する

ため,周辺地域を含み,過去に実施された先行プロジェクトの成果をレヴューす

るo必要とされる現地調査もこのフェーズにおいて実施する｡

2) フェーズⅠⅠ調査

選定された開発優先地区に対し､開発可能性調査を実施し開発優先地区開発計画

を策定する｡また現地調査と環境影響評価も併せて実施する｡

3.3 成果と活動内容

本調査によって期待できる成果は以下の通りである｡

1)社会分析報告書は対象地域のターゲットグループとして定義づけられたグルー
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プの意向や生活上の問題点を明らかにする｡

2)構築されたデータベースは調査に対する有益なデータ･情報となる｡

3)貧困撲滅,水と土地の管理､作物の多様化,内水面漁業､畜産,農村金融､農村

工業の振興を含む資源利用と環境保全の調和の取れた持続的農村開発のガイド

ラインが作成される｡

4)土壌･水管理計画､作物多様化計画,内水面漁業,畜産振興計画,農村金融強化

計画､農村工業･農産物加工振興計画,農村基盤整備計画等から構成されるフィ

ジビリティ･スタディ報告書が作成される｡

5)開発優先地区に対する適切な縮尺の地形図が作成される｡

6)開発優先事業の受益者にプロジェクトオーナーシップが醸成されるo

また､本調査の調査･技術移転に係る主な活動は以下に示すとおりである｡

1)住民参加型のワークショップの開催､技術セミナーおよび人的資源開発に関する

その他の研修活動

2)自然と人的資源の活用,問題土壌と洪水の管理が､生態系と社会経剤犬況の変化､

気象水文的状況などに関する調査の成果と結果に対する既存の資料と情報の収

集

3)追加現地調査の実施

4)データベースの構築

5)地形測量と地形図作成

6)計画農村基盤の設計､建設費の積算

7)事業費積算,事業運営および維持管理計画の策定

8)事業評価

3.4 調査実施日程

本調査は､以下の専門家によって編成された調査団により､下記のスケジュールで行なわ

れるものとする｡
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2.プロジェクトの目的

2.1一般的目的

●

●

●

●

潅概/排水施設の改修･整備をとおした農業生産量の増大

農業発展･地域発展の礎となる住民組織の構築/整備

農産物の多様化

森林保護･生態系配慮を含めた農業開発計画

2.2 最終目的

本プロジェクトの最終目的は､持続的かつ環境･生態系の面からも許容しうる範囲での

農業開発によって､少数民族である農民の収入増加とそれにともなう厚生面を含めた

一般的生活水準の向上を本プロジェクトの最終目的とする｡

また､本プロジェクトはその稗益対象を少数民族としていることから､導き出される

成果はヴイエトナム国内における他の少数民族地域の発展計画の一例を示すことがで

きるものと思われる｡

】1
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総括/農村開発 10.5 10.5

農村社会/農民組織 10.5 10.5

潅概排水 10.5 10.5

営農.栽培 8.5 8.5

農村インフラ 8.5 8.5

農業経済/マーケテイング 7,5 7.5

農村工業.企業 6.0 6.0

施設設計/積算 6.5 6.5
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事業評価 4.5 4.5
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3.5 総合所見

ホアビン省地域は,漕概施設をはじめとした農村基盤整備の立ち遅れから､これまで

農産物の生産高は低く､地域住民は貧困に苦しんでいた｡現在このような厳しい状況

下にあるが､ホアビン省は大消費地であるハノイに比較的近接していることから､農

業基盤の整備と並行しながら,ハノイを呪んだ農産物流通に焦点を当てた総合的農業

開発の効果発現を十分に期待しうる地域である｡
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また,ヴイエトナム政府は国家政策として貧困の撲滅とともに､マイノリティに属す

る人々の生活向上を掲げており,この点からもマイノリティ人口の高いホアビン省は､

政府による優先的開発地域の候補地として考えられる｡
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J7:≡査の経歴

日程表 調査員並びに経歴

日数i年月日l出発地l到着地 宿泊地t備考 調査員名】経歴
d

1日,ll.3.1§金成田 ハノイ

成田

ハノイ移動日CX-509/763
十津川淳JunTOTSUKAWA

H
2 3.2C土 //MARD/MPⅠ表敬､打ち合わせ

s.42.9.4生(31歳)

3 3,21日 //現地調査(HoaBinh省) H.4.3早稲田大学商学部卒

4 3.22月 //l現地調査(HoaBinh省) H.9.7コ-ネル大学地域計画学部

5 3.23火

ハノイ

// MARD/MPⅠ報告､打ち合わせ
H.9.8GlobalGroup21

6 3.24水
// MARD/MPⅠ報告,打ち合わせ H10.5-太陽コンサルタンツ㈱

7 3.2≡木 移動日CX-708/500

I(10:15-14:55/15:20-20:00)

l
l

海外事業本部技師


	表紙
	まえがき
	目次
	Ⅰ．背景
	１．ヴィエトナム国の一般概況
	１．１　自然条件概況
	１．２　社会条件概況
	１．３　経済概況
	１．４　インフラストラクチャーの現状
	１．５　農業

	２．国家経済開発計画
	２．１　概要
	２．２　農業分野における目標
	２．３　環境保全目標

	３．国際協力の現状

	Ⅱ．ホアビン省農業総合開発計画
	１．プロジェクトの背景
	１．１　プロジェクトタイトル
	１．２　調査対象地域
	１．３　責任機関
	１．４　実施機関

	２．プロジェクトの目的
	２．１　一般的目的
	２．２　最終目的

	３．調査開発計画
	３．１　開発構想
	３．２　調査の範囲と調査日程
	３．３　成果と活動内容
	３．４　調査実施日程
	３．５　総合所見




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




